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出来形の規格値及び管理基準 

１．目的 

この基準及び規格値は、下水道工事の施工について工事目的物の出来形及び規格の確保を図

ることを目的とする。 

２．適用 

この基準は、延岡市下水道課が施工する下水道工事について適用する。 

ただし、工事の種類、規模、施工条件等によりこの基準によりがたい場合は、監督員の指示

により他の方法によることができる。 

なお、記載のない工種については、宮崎県県土整備部制定の「出来形管理基準及び規格値（平

成 22 年 7 月（令和 2 年 4 月改定））」を準用する。 

３．管理方法 

以下に示す出来形管理基準により管理し、設計値と実測値を対比して記録した測定結果一覧

表、出来形管理図（設計図に実測値を朱書きするもの）を作成し、提出すること。 

なお、工事の種別、規模を問わずすべての工事について実施すること。 

４．規格値 

規格値は、個々の測定値に対するもので、設計仕様の数値と出来上がり数値との差の許容限

界をいう。 

原則として、個々の測定値はすべて規格値の範囲内にあり、かつ、その平均値（延⾧につい

ては合計）は、設計仕様の数値を下回ってはならない。ただし、軽微な範囲についてはこの限

りではない。 



工　　種 項　　目 測　　定　　基　　準 管　理　図　表 測定結果一覧表 設計図に朱書き

土　工 保 護 材 埋 戻 厚さ（ｔ） 　厚さ　　±30㎜ スパン毎に中央部１箇所 　厚さ

（Ａ）

埋 戻 厚さ （Ａ）と同じ 　厚さ

（一層毎） 　（一層毎）

流用土、岩砕 厚さ （Ａ）と同じ 　厚さ

について （一層毎） 　（一層毎）

基礎工 砂 基 礎 厚さ（ｔ） 　厚さ　　－30㎜ （Ａ）と同じ 　厚さ

砕 石 基 礎 幅　（Ｂ） 　幅　　　－30㎜ 　幅

（東京都）－50㎜

管　理　対　象
備　　　　　考

管　　　　　理　　　　　方　　　　　法

出  来  形  の  規  格  値  及  び  管  理  基  準

種
別

規　格　値

ｔ

ｔ

B

ｔ

B
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工　　種 項　　目 測　　定　　基　　準 管　理　図　表 測定結果一覧表 設計図に朱書き

管　理　対　象
備　　　　　考

管　　　　　理　　　　　方　　　　　法

出  来  形  の  規  格  値  及  び  管  理  基  準

種
別

規　格　値

基礎工 まくら土台基 厚さ（ｔ） 　厚さ　　－20㎜ （Ａ）と同じ 　厚さ

礎 幅　（Ｂ） 　幅　　　－20㎜ 　幅

はしご胴木基 厚さ（ｔ） 　厚さ　　－30㎜ （Ａ）と同じ 　厚さ

礎 幅　（Ｂ） 　幅　　　－20㎜

（東京都）－30㎜

コンクリート 厚さ（ｔ1,ｔ2） 　厚さ　　－30㎜ 20ｍに１箇所又は１打設毎 　厚さ

基礎 幅　（Ｂ1,Ｂ2） 　幅　　　－30㎜ 　幅

栗 石 基 礎 厚さ（ｔ） 　厚さ　　－30㎜ 　同　上 　厚さ

幅　（Ｂ） 　幅　　　－30㎜ 　幅

ｔ

B

ｔ

B

ｔ2

B2

B1

ｔ

ｔ

B
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工　　種 項　　目 測　　定　　基　　準 管　理　図　表 測定結果一覧表 設計図に朱書き

管　理　対　象
備　　　　　考

管　　　　　理　　　　　方　　　　　法

出  来  形  の  規  格  値  及  び  管  理  基  準

種
別

規　格　値

管きょ 開 削 工 基準高（ＥＬ） 　基準高　±20㎜ 10ｍ毎、又は 　基準高

布設工 延長 　延長　　－0.2‰ 　各スパン最低２箇所 　延長

勾配 　勾配

推 進 工 基準高（ＥＬ） 　基準高 管１本毎 　基準高 　基準高 　基準高

延長 　◎1000未満±50mm 　蛇行量 　蛇行量 　延長

勾配 　◎1000以上 ±5% 　推進力 　推進力 　勾配

蛇行量 （最大±100mm） 　Ｐ－Ｑ曲線 　延長

推進力 　蛇行量 　勾配

裏込注入 　◎1000未満±100mm

継手の状態 　◎1000以上 ±10%

（最大±150mm）

　延長　　　－0.2%

シ － ル ド 工 基準高（ＥＬ） 　基準高　　± 5%　　１リング毎 　基準高 　基準高 　基準高

（一次覆工） 内径　（Ｄ） （最大±150mm） 　蛇行量 　蛇行量

蛇行量 　蛇行　　　±150mm 　Ｐ－Ｑ曲線 　内径

裏込注入

継手の状態

EL

EL

D

EL
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工　　種 項　　目 測　　定　　基　　準 管　理　図　表 測定結果一覧表 設計図に朱書き

管　理　対　象
備　　　　　考

管　　　　　理　　　　　方　　　　　法

出  来  形  の  規  格  値  及  び  管  理  基  準

種
別

規　格　値

管きょ シ － ル ド 工 基準高（ＥＬ） 　基準高　±20㎜ １打設毎 　基準高 　基準高 　基準高 ２次覆工施工承諾図書(提出)

布設工 （二次覆工） 内径　（Ｄ0） 　蛇行　　±20mm 　蛇行量 　蛇行量 　延長 により管理

蛇行量 　内径　　±10mm
１打設毎に端面２上下左右
の

　厚さ 　内径 　勾配

厚さ　（Ｔ） 　延長　　－0.2% ４箇所を測定する。 　厚さ

延長 せん孔による測定は、延長 　延長

勾配 100ｍに１箇所 　勾配

マンホ マンホール工 基準高（ＥＬ） 　基準高　±20mm マンホール毎 　基準高 　特殊ﾏﾝﾎｰﾙのみ

－ル工 ※（　　）は 内法※（D､B2､H1）　内法　　＋30mm 　内法 　朱書き

現場打のみ 幅　　（B0､B1） 　幅　　　－20mm 　厚さ

厚さ　（t1） 　厚さ　　＋30mm 　深さ

※(t2,t3,t4,t5) 　　　　　－20mm

深さ　（H）

配筋

桝　工 桝 工 設置位置 桝毎 　形状寸法 　設置位置

形状寸法

薬注工 薬 注 工 配置 薬注孔毎 　ＰＱ管理 　注入量 　配置 施工計画書

深度 　ゲルタイム 　深度 数量で管理

注入量 １日１回以上又は配合が変

注入圧 わる毎

ゲルタイム

EL

D0

T
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 工 事 名 （付則5）様式1

保 護 材

１　層 ２　層 ３　層 ４　層 ５　層 ６　層 計

測 定 値

設 計 値

差

測 定 値

設 計 値

差

測 定 値

設 計 値

差

測 定 値

設 計 値

差

測 定 値

設 計 値

差

測 定 値

設 計 値

差

測 定 値

設 計 値

差

測 定 値

設 計 値

差

測　定　結　果　一　覧　表　（　管　き　ょ　土　工　）

路線

番号

ﾏ ﾝ

ﾎｰﾙ

番号

管

種

管

径

基

礎

項

目

埋　　　　　　　　　　　　　　　　　戻

備　　考
厚さ(㎜)

厚　　　　　　さ　　　　　(㎜)
全　高 舗装厚 埋戻高



 工 事 名 （付則5）様式2

測 定 値

設 計 値

差

測 定 値

設 計 値

差

測 定 値

設 計 値

差

測 定 値

設 計 値

差

測 定 値

設 計 値

差

測 定 値

設 計 値

差

測 定 値

設 計 値

差

測 定 値

設 計 値

差

測　定　結　果　一　覧　表　（　管　き　ょ　基　礎　工　）

管

径

幅

(㎜) (㎜)

厚

備　　　　　考

基

礎

項

目

路線

番号 中央中央

ﾏ ﾝ

ﾎｰﾙ

番号

管

種



 工 事 名 （付則5）様式3

上流端 中央部 下流端

測 定 値

設 計 値

差

測 定 値

設 計 値

差

測 定 値

設 計 値

差

測 定 値

設 計 値

差

測 定 値

設 計 値

差

測 定 値

設 計 値

差

測 定 値

設 計 値

差

測 定 値

設 計 値

差

基　　準　　高

(㎜) 備　　　　　考

基

礎

項

目

路線

番号

測　定　結　果　一　覧　表　（　管　布　設　工　）

延　　　長
（ｍ）

勾　　　配
（‰）

ﾏ ﾝ

ﾎｰﾙ

番号

管

種

管

径



 工 事 名 （付則5）様式4

上流端 下流端

測 定 値

設 計 値

差

測 定 値

設 計 値

差

測 定 値

設 計 値

差

測 定 値

設 計 値

差

測 定 値

設 計 値

差

測 定 値

設 計 値

差

測 定 値

設 計 値

差

測 定 値

設 計 値

差

管

種

管

径

備　　　　　考

管

種

測　定　結　果　一　覧　表　（　推　進　工　）

延　　　長
（ｍ）

勾　　　配
（‰）

項

目

路線

番号

基　　準　　高

(㎜)

ﾏ ﾝ

ﾎｰﾙ

番号



 工 事 名 （付則5）様式5

流れ 直角 流れ 直角 流れ 直角 流れ 直角 流れ 直角 流れ 直角 流れ 直角
方向 方向 方向 方向 方向 方向 方向 方向 方向 方向 方向 方向 方向 方向

測 定 値

設 計 値

差

測 定 値

設 計 値

差

測 定 値

設 計 値

差

測 定 値

設 計 値

差

測 定 値

設 計 値

差

測 定 値

設 計 値

差

測 定 値

設 計 値

差

測 定 値

設 計 値

差

副　　管

内径
(㎜)

高さ
(㎜)

マ　ン

ホール

番　号

形

状

項

目

１　号　～　４　号　マ　ン　ホ　ー　ル

幅Ｂ1（㎜）
厚ｔ4

(㎜)

基 準 高
ＥＬ

（㎜）

深　　さ
Ｈ

（㎜）

底　　　　　版
幅Ｂ1（㎜）

厚ｔ2

(㎜)

厚ｔ1

(㎜)

幅Ｂ0（㎜）
栗　石　基　礎

測　定　結　果　一　覧　表　（　マンホール築造工　）

壁　立　ち　上　り
左　記　以　外　の　み

内法Ｂ2(㎜)
高Ｈ1

(㎜)

厚ｔ5（㎜）内径Ｄ（㎜）
壁　立　ち　上　り

厚ｔ3（㎜）
床　　　　　版



　令和　　年度

 工 事 名 （付則5）様式6

註） 1)形　状：横型・縦型・マルチの分類、車道の場合は（車道）と書く

2)深　さ：インバートまでの深さ

3)取付管位置：上流側マンホールから本管取付部までの距離

4)取付管延長：実延長（斜延長）

5)備　考：設置に関して問題点があった場合

取付管径
（ｍ）

備　　　　　　　　　　考

測　定　結　果　一　覧　表　（　汚　水　桝　設　置　工　）

路線
番号

受益者氏名 形　　状
深　　　さ

（ｍ）
取付管位置

（ｍ）
取付管延長

（ｍ）



（付則5）様式7

　構造図及び断面寸法の記載 （ 雨 水 ： 汚 水 ）

 No.　　　～　No.

ｍ ｍ ｍ 

ｍ ｍ ｍ 

‰ ‰ ‰ 

個 個 個 

 No.

 No.

 No.

 No. ＊設計図を添付すること。

 No. 箇 所 勾配

 No.  No.

 No.  No.

 No.  No.

 No.

 No.

 No.

 No.

検 査 日 担 当 者  No.

工 事 名

種 別

検 査 箇 所

Ｂ　Ｓ

箇 所 実 測 値管 理 値設 計 値 合 否

細 別

Ｆ　Ｓ

路 線 延 長

管 体 延 長

勾 配

Ｉ　Ｈ

汚 水 桝 個 数

規 格 値

中　　間　　検　　査　　願

管 頂 高 Ｆ　Ｈ

鏡による内視

検 査 員

検 査 時 の 確 認 事 項 法 線 の 状 況

流 下 状 況

令 和 年 月 日

基 礎 の 状 況

Ｂ　Ｍ

中　間　検　査　管　理　記　録

 指摘事項その他

令 和 年 月 日

第 回 目

受 注 者 名

基 準 高　±　２０㎜

現 場 代 理 人

下 記 に つ い て 、 中 間 検 査 を 依 頼 し ま す 。

印
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令和　　年度 使 用 機 材 ・ 材 料 調 書 工事名 受注者名
ＴＥＬ

(1)使用管材（取付管含） (2)使用管材　マンホール (4)管材別延長（本管のみ、管渠延長で記入）　既成品

管　径 本　数 メ－カ－ 管種

Ａ　形 汚 水 雨 水 管径

Ｂ　形 ０　号      ～200㎜

Ｃ　形 １　号 250～300

ＮＣ形 ２　号 350

ＣＳＢ 楕　円 350～450

簡　易 500～900

Ａ　形 その他 1,000～1,800 (1)

Ｂ　形 １　号 2,000～2,800 (2)

Ｃ　形 ２　号 3,000～4,800 (3)

ＮＣ形 簡　易 5,000～     (4)

その他

　※既成ボックスは断面積　～3.14㎡は(1)、3.14～7.06㎡は(2)、7.06～19.6㎡は(3)、19.6㎡～は(4)に記入

１  種 (3)使用管材　桝

２　種 　汚水桝 (5)管材別延長（本管のみ、管渠延長で記入）　現場打ち

１　種 メ－カ－ その他

２　種 ○150 (　　)

普通Ａ形 ○200      ～999㎜ 　※　円形以外の管渠の口径については

普通Ｂ形 1,000～1,999 　　　　換算口径＝２×√(断面積／π)

外圧管 ○350 2,000～2,999 　　　で換算すること。

旧規格 ○500 3,000～4,999

5,000～     

　ダクタイル鋳鉄管

管　径 本　数メーカー重量（ｔ） 　雨水桝 (6)使用材料 (8)工法

　コンクリート 単位：ｍ3 　推進工法（工法別に記入する）

捨てコン 無筋コン 鉄筋コン 計

　下水道用　硬質塩化ビニル管

本　数 メーカー 　鉄

○100 鋼矢板 ﾗｲﾅｰﾌﾟﾚｰﾄ 鉄　骨

○150 ～φ13 φ16～ 埋殺量 埋殺量 埋殺量 　延長は路線延長

○200 　工法は現場採用工法を記入

○250

　土壌凝結硬化剤等 　開削工法 単位：ｍ

○100 水ガラス セメント ベントナ その他 薬液工法併用

○150 系(kl) 系(kl) イト(kg) (　　) 薬液工法併用なし

○200 薬液工法併用

薬液工法併用なし

○100 (7)取付管延長 単位：ｍ 薬液工法併用

○150 管種 薬液工法併用なし

管径 　１工事で工法が異なるごとに記入

○100      ～100㎜

○150 150～200

250～300

○100 350～   

○150
工事担当者

確　認　者

工 法 名

くわしく

現場代理人

くわしく

低騒音低

振動工法

その他
既成ﾎﾞｯｸｽ

(側溝含)

一　　般

スパン数

延　　長

工 法 名

ｾｸﾞﾒﾝﾄ

管　　径

陶　管 鋼　管塩ビ管 鋳鉄管強ﾌﾟﾗ管 ﾋｭｰﾑ管 推進管

サ　イ　ズ

塩
ビ

ｺﾝｸ
ﾘｰﾄ

三面張 Ｌ型水路 ボックス

組
　
　
立

現
場
打

メ－カ－

L=4.0

L=0.8

曲
管

異　形

片
受
直
管

中
押

設 置 個 数

標
準

計

陶　管 塩ビ管 ﾋｭｰﾑ管 計その他

鉄　　筋

個 　数

個 　数

支
管

桝
短
管

下
水
用
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
管

外
圧
管
１
種

外
圧
管
２
種

Ｋ　３

鉄

筋

コ

ン

ク

リ

ー

ト

管

推
進
管
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　建　設　発　生　土　調　査　表
工　事　名

受　注　者

現場代理人

備　　　考

設　　計 実　　施 設　　計 実　　施

土　　　　　砂

（ｍ3） （ｍ3） （ｍ3） （ｍ3） km km km km 

アスファルト殻

（ｍ3） （ｍ3） （ｍ3） （ｍ3） km km km km 

コンクリート殻

（ｍ3） （ｍ3） （ｍ3） （ｍ3） km km km km 

汚　　　　　泥

（ｍ3） （ｍ3） （ｍ3） （ｍ3） km km km km 

計

（ｍ3） （ｍ3） （ｍ3） （ｍ3） km km km km 

　　１．工事実績数量を記入する。設計距離は発注者が記載する。

　　２．埋め戻しの砂、クラッシャーランは、搬入土に含めない。

搬　　　入

運　　搬　　距　　離搬　出　量　（ｍ
3
） 搬　入　量　（ｍ

3
）

購　入　土種　　　　　類 他工事流用 民間受入地 他　工　事
搬　　　出

印



（付則5）様式10

令和 年 月 日

下流人孔 Ｎｏ． 上流人孔 Ｎｏ．

人孔径 人孔深 管頂深 人孔蓋種別 人孔管延長 人孔蓋種別

φ ㎜ ｍ ｍ ｍ φ ㎜ ｍ ｍ

管本数 【 本 】

継手数

【 箇所 】

管不良数

【 本 】

ＶＴＲ番号

【 巻 】

カウンター番号

【 】

【 】

【 】

布設年

Ｓ．Ｈ 年

占用位置

1. 国道、県道、市道の車道

2. 国道、県道、市道の歩道

3. 上記以外

該当番号 番

Ａ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ Ｃ

○

取
　
付
　
管
　
部

本
　
　
管
　
　
部

継
　
　
手
　
　
部

距　離　（ｍ）

状　　　　　　況

写　真　番　号

計 備　　　　　　　　　考

考　　　　策

侵入水 ｽｷﾏ･ｽﾞﾚ 破損 ｸﾗｯｸ ﾓﾙﾀﾙ
突き出し
接合不良 ﾀﾙﾐ・蛇行 その他

継　　手　　部

異常内容

本　　官　　部

取　付　管　部

計

異常箇所

管　  本  　数

距　 離　（ｍ）

写　真　番　号

状　　　　　　況

（処　　　　置）

距　　離　（ｍ）

状　　　　　　況

写　真　番　号

対　　　　策

人　孔　内　点　検

管頂深人孔深

人　孔　内　点　検

継　　手　　数

人孔径

調査年月日

Ｔ　Ｖ　カ　メ　ラ　調　査　記　録　表処理分区

処理分区名 地区名

管種 管径



（付則5）様式10（記入例）

令和 5 年 1 月 11 日

下流人孔 Ｎｏ． 上流人孔 Ｎｏ．

人孔径 人孔深 管頂深 人孔蓋種別 人孔管延長 人孔蓋種別

φ ㎜ ｍ ｍ ｍ 900*1200 ｍ ｍ

管本数 【 本 】

継手数

【 箇所 】

管不良数

【 本 】
Ａ Ｂ Ｃ B C

ＶＴＲ番号

【 巻 】

カウンター番号

【 】

【 】

【 】

布設年
Ｂ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｂ Ｂ Ｃ Ｃ Ｃ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｂ Ｃ Ｂ

Ｂ
Ｃ Ｓ．Ｈ 年

占用位置

1. 国道、県道、市道の車道

2. 国道、県道、市道の歩道

3. 上記以外

下流側管口の侵入水については早急に補修する必要があると思われる。その他のＢﾗﾝｸの異状についても早期に補修する必要があると思われる。 該当番号 番

Ａ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ Ｃ

1 1 2 1 1 2

2 9 1 2 6 4 9 15

1 3 11 1 2 6 4 1 10 17

2

管種 管径

処理分区

処理分区名

一ヶ岡 北一ヶ岡

地区名

継　　手　　数

人孔径

調査年月日

Ｔ　Ｖ　カ　メ　ラ　調　査　記　録　表

人　孔　内　点　検

900 4.05 2.95 鋳鉄 ＨＰ φ400mm

写　真　番　号

状　　　　　　況

管口 1 4 12

3.45

管口

○

3.00 鋳鉄

1

人　孔　内　点　検

14

管頂深人孔深

距　 離　（ｍ）

215 216

8.9

管　  本  　数

46

2

2914

3905

（処　　　　置）

距　　離　（ｍ）

状　　　　　　況

写　真　番　号

対　　　　策

220

0.5 1.3

侵
入
水

229

6 6 14

26.0

123 4 4 5 5 5

217 218 224 225219 221

149 107 1311 12 12

231226 227 228 230222 223

4.8 5.3 10.7 10.88.1 9.5 11.1 12.5

6.8 7.5 26.3 28.8 29.923.6 25.915.3

ﾊ
ﾟ
ｯ
ｷ
ﾝ

に
じ
み

ｸ
ﾗ
ｯ
ｸ

破
損

ｸ
ﾗ
ｯ
ｸ

侵
入
水

ｸ
ﾗ
ｯ
ｸ

侵
入
水

切
管

ｸ
ﾗ
ｯ
ｸ

に
じ
み

破
損

侵
入
水

破
損

に
じ
み

ｸ
ﾗ
ｯ
ｸ

侵
入
水

ｸ
ﾗ
ｯ
ｸ

左
取
付
管

左
取
付
管

計

異常箇所

右
取
付
管

右
取
付
管

左
取
付
管

左
取
付
管

19.1

継　　手　　部

異常内容 備　　　　　　　　　考

本　　官　　部

取　付　管　部

9

8

ｸﾗｯｸ ﾓﾙﾀﾙ
突き出し
接合不良

右
取
付
管

左
取
付
管

考　　　　策

侵入水 ｽｷﾏ･ｽﾞﾚ 破損 ﾀﾙﾐ・蛇行 その他

継
　
　
手
　
　
部

侵
入
水

計

取
　
付
　
管
　
部

本
　
　
管
　
　
部

3

距　離　（ｍ）

状　　　　　　況

写　真　番　号

侵
入
水

ｸ
ﾗ
ｯ
ｸ

に
じ
み

ｸ
ﾗ
ｯ
ｸ

に
じ
み

ｸ
ﾗ
ｯ
ｸ

31.00

25.8 26.9 30.0

異常なし 異常なし

7.5

8.7 15.7 19.5 29.3

に
じ
み

ｸ
ﾗ
ｯ
ｸ

に
じ
み

6.8 25.9 26.3 29.9

7.5 15.3 19.1 28.8

30 R-1 30 R-2

■ 30 L-1 30 L-2

■

■

9

右
取
付
管

に
じ
み
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